










目的 

母子関係の問題は子どもを対象とする小児科及び児童臨床心理学では古くて新しい課題で

ある。特に最近増加している思春期の諸問題は母子関係を無視して考えることはできない。 

臨床の母子関係の研究はレトロスペクティブな研究が主でありホスピタリズムから虐待児

に至る報告も多い。 

「人」を対象としその精神に対する実験を設定することはできないが動物実験による研究

から多くの示唆を受けることができる。1)2)4)犬は人間と生活をともにしてからの歴史も

長く、もっとも親しい関係にあるほ乳動物である。ほ乳動物の中で出産から手を触れ身近

に観察できる動物は多くはないが犬はその数少ない動物であるといえる 3) 

犬は一年で成犬となり年 2回の出産も可能であるし、一回の出産で 3～4匹から 10 匹あま

りの子犬を出産する。短期間に世代の変化が観察可能な動物である。このような犬の特性

から、犬を用いての母子関係の実験が可能ではないかと考えた 4)6)。 

犬は長い歴史の中で人対犬で飼育されてきたので,群としての生活は野犬などの例外を除

いて普通にはみられない。 

動物実験室で飼育されている犬を一緒にして飼育すると群が形成され、人対犬としてみて

いた犬とは異なる行動を示すようになる。それは野性動物の示す行動とは同一ではないが、

順位ができて、一つの集団が形成されてくる。 

群の中で出産、育児があり、同胞間の順位争いから群の中での攻撃、服従へと行動が拡が

っていく 5)。 

この中で犬の母子関係を実験的に設定し、その母子相互関係を観察し、母子相互作用につ

いての検討を試みたいと考えた。 


